
イエスという 名
な

前
まえ

の 方
かた

第
だい

２章
しょう

：イエス様
さま

が お生
う

まれに なる
ルカによる 福

ふく

音
いん

書
しょ

 第
だい

２章
しょう

 1-20より
ローマ帝

てい

国
こく

の 皇
こう

帝
てい

である 
わたし、カエサル・アウグスト

からの 命
めい

令
れい

だ。国
くに

中
じゅう

に 
いる すべての 人

ひと

は、名
な

前
まえ

と 
所
しょ

有
ゆう

物
ぶつ

を 登
とう

録
ろく

せよ。

　イエス様
さま

が お生
う

まれに なるころ、
ローマ帝

てい

国
こく

の 皇
こう

帝
てい

カエサル・
アウグストは、ローマ帝

てい

国
こく

中
じゅう

の 
人
じん

口
こう

調
ちょう

査
さ

 1 を するようにという 
命
めい

令
れい

を 出
だ

しました。

1人
じん

口
こう

調
ちょう

査
さ

：どこに 何
なん

人
にん

の 

人
ひと

が 住
す

んでいるかなどを 

調
しら

べる 政
せい

府
ふ

の 調
ちょう

査
さ



すべての 人
ひと

は、自
じ

分
ぶん

の 
生
う

まれ故
こ

郷
きょう

へ 帰
かえ

って 登
とう

録
ろく

し、
税
ぜい

金
きん

を 払
はら

わなければならない。

　ヨセフの 家
か

族
ぞく

は、
エルサレムに 近

ちか

い 
ベツレヘムという 小

ちい

さな 
町
まち

で 生
う

まれました。
それで、ヨセフは 結

けっ

婚
こん

の 
約
やく

束
そく

を していた マリヤを 
連
つ

れて、ベツレヘムへと 
旅
たび

立
だ

ちました。



イエス様
さま

の 

たん生
じょう

ベツレヘムへの 旅
たび

地
ち

中
ちゅう

海
かい

ナザレ

ガ
リ
ラ
ヤ
湖こ

ヨ
ル
ダ
ン
川が

わ

エルサレム

ベツレヘム

死
し

海
かい

　それは、長
なが

く つかれる 旅
たび

でした。
それに、マリヤは もうすぐ 赤

あか

ちゃんを 
出

しゅっ

産
さん

しようと していました。来
く

る日
ひ

も 
来
く

る日
ひ

も 歩
ある

き続
つづ

けて、二
ふたり

人は とうとう、
ベツレヘムに たどり着

つ

きました。



ヨセフ。わたし、とても 
つかれたわ！　とまる 所

ところ

を 
さがしましょうよ。

そうだね、マリヤ。長
なが

い 
旅
たび

だったものね。部
へ

屋
や

が 
　あるか、ここで 聞

き

いてみるよ。

 ぼくたちは 長
なが

い 旅
たび

を してきて、
妻
つま

が とても つかれています。
とまる 場

ば

所
しょ

が 必
ひつ

要
よう

なのですが。



    すまないのう！　
最
さい

近
きん

、ベツレヘムは 人
ひと

で 
ごった返

がえ

していてね。

大
おお

勢
ぜい

の 人
ひと

たちが 登
とう

録
ろく

するために 
やって来

き

ていて、空
あ

いている 
部
へ

屋
や

が 全
ぜん

然
ぜん

 ないんだよ。

とまれそうな 場
ば

所
しょ

と 言
い

えば、
あとは 馬

うま

屋
や

しか ないなあ。
わらの 寝

ね

床
どこ

なら あるよ。

　それは、ご親
しん

切
せつ

に！　
馬
うま

屋
や

で 構
かま

いませんわ。



よかった、マリヤ。
大
たい

したものは ないけど、少
すく

なくとも 
休
やす

むことは できるよ。
動
どう

物
ぶつ

たちが いるから、暖
あたた

かいしね。

ヨセフ、赤
あか

ちゃんは 
今
こん

夜
や

 生
う

まれると 
思
おも

うわ！

 何
なん

だって！　じゃあ、
　準
じゅん

備
び

を しなくちゃだね。

さあてと・・・。ぼくは、
水
みず

を もらってくるよ。



　ヨセフは、この 質
しっ

素
そ

な 場
ば

所
しょ

で、マリヤのために 小
ちい

さな わらの 
寝
ね

床
どこ

を 用
よう

意
い

しました。そこで、マリヤは 初
はじ

めての 赤
あか

ちゃんである 
イエス様

さま

を 産
う

んだのです。マリヤは イエス様
さま

を 布
ぬの

に くるんで、
そっと 飼

か

い葉
ば

おけに 寝
ね

かせました。

よしよし、赤
あか

ちゃん。
ゆっくり お休

やす

み。



　その時
とき

です。天
てん

使
し

が 現
あらわ

れました。
羊

ひつじ

飼
か

いたちは こわくなりました。

　その 同
おな

じ 夜
よる

、町
まち

から あまり 遠
とお

くない 丘
おか

では、
羊

ひつじ

飼
か

いたちが 羊
ひつじ

の 番
ばん

を していました。

みんな、変
か

わりは 
ないかい、イシマエル？

ああ、羊
ひつじ

たちは ゆっくり 
休
やす

んでいる。今
こん

夜
や

は 何
なん

て 
すてきな 夜

よる

なんだろう。

     おそれるな！　
わたしは、良

よ

い 知
し

らせを 
持
も

ってきたのだ。



今
こん

夜
や

、ベツレヘムで 救
すく

い主
ぬし

 
キリストが お生

う

まれに なった。

あなたがたは、布
ぬの

に くるまれて 
飼
か

い葉
ば

おけに 寝
ね

かされている 
　赤

あか

んぼうを 見
み

つけるであろう。

　すると その時
とき

、おびただしい 数
かず

の 天
てん

使
し

が 
空
そら

いっぱいに 現
あらわ

れ、神
かみ

様
さま

への 賛
さん

美
び

を 歌
うた

い
ました。「天

てん

の 神
かみ

に 栄
えい

光
こう

が あるように。地
ち

上
じょう

の 
すべての 人

ひと

たちには、平
へい

和
わ

が あるように。」



ベツレヘムに 行
い

って、
赤
あか

んぼうを 見
み

てこようでは 
ないか！

ほら、馬
うま

屋
や

に 
明
あ

かりが 
   ついているよ。

早
はや

く！　中
なか

に   
　入

はい

ってみよう。



　やがて、羊
ひつじ

飼
か

いたちは 馬
うま

屋
や

を 見
み

つけ、中
なか

に 
入
はい

りました。すると、マリヤと ヨセフと 赤
あか

ちゃんが 
いました。天

てん

使
し

の 言
い

った通
とお

りでした。
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　羊
ひつじ

飼
か

いたちは 馬
うま

屋
や

を 出
で

ると、良
よ

い 知
し

らせを 
人
ひと

々
びと

に 伝
つた

えて 回
まわ

りました。天
てん

使
し

が 教
おし

えてくれた
ことや、自

じ

分
ぶん

たちが 見
み

聞
き

きしたことを 話
はな

したのです。

  神
かみ

よ、救
すく

い主
ぬし

を 送
おく

ってくださり、
わたしたちに 会

あ

わせて
くださったことを 感

かん

謝
しゃ

します！

   起
お

きて！　
みんな、起

お

きて！

一
いっ

体
たい

 どうしたのかい？

今
こん

夜
や

、救
すく

い主
ぬし

が お生
う

まれに 
なったんだ。この ベツレヘムでね！


